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平成２４年９月２０日に設立した「尾原ダム水源地域ビジョン策定委員会」へ、水源地域の活性化に向けた具体的な取組
（プロジェクト）に関する意見・提案を行う作業部会の名称が「さくらおろちを活性化する会」に決定しました。
平成２４年１０月２３日に行われた第１回および平成２４年１１月１５日に行われた第２回「さくらおろちを活性化する会」で

は、守りたい資源や活かしたい資源、今後取り組んでみたいことなど、地域活性化に向けた意見交換・提案を行いました。
その後、具体的な取組を「プロジェクト」として位置づけ、３グループに分かれて各プロジェクトの目的や実施場所、具体的
な取組を詰めていきました。
次回は、今回出していただいたプロジェクトの体系化と内容確認の後、プロジェクトの優先順位をつけるとともに、「先行

プロジェクト（１年目実施）」を選び、そのとりまとめ様式を確認する予定です。

～担当者からひとこと～
出席者の皆様におかれましては、貴重な意見をありがとうございました。頂いた意見をふまえ、

より良い「尾原ダム水源地域ビジョン」となるよう努めますのでよろしくお願いします。

【主な意見・提案】
・ダム周辺道路の景観を守るためにも、周辺に繁茂するクズの対策を行っていきたい。
・水質保全と環境保全の啓発を兼ねてビオトープを整備したい。
・ダム湖周辺の景観を向上させるために、サクラやモミジの植栽を行っていきたい。
・人がくるダムとなるように、堤体のライトアップやイルミネーション、クレスト放流などを
実施したらどうか。

・ダム本体や堤頂道路を活用したイベント（ロッククライミング、綱引き大会、ボウリング
大会など）を実施していきたい。

・尾原ダムを活かした「日本一」を探し、挑戦してみたい。
・ダムのビューポイントの探索や、尾原ダムフォトコンテストを開催したい。
・ダム周辺の静寂さを活かした星空観察会などを開催したらどうか。
・道の駅を拠点としたレンタサイクルの実施を検討したい。
・さくらおろち湖とサイクリング施設を活用して、トライアスロン大会を開催したらどうか。
・島根大学や島根県立大学の学生と連携していきたい。

▲意見交換・アイデアだしの状況

▲各グループリーダーによる発表


